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ＮＰＯ法人　留学生と語り合う会（RKK）Relationship and Kindness are the Kings of Peaee

日本語の教え方講習会開講にあたって　　OpeningtheCourse “How toTeachJapanese”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kiyoko Furuya
　　　　　　　日本語支援Ｇスタッフ　古谷清子

　「日本語の教　、-｡一一　　　･､一一　＿　‥‥‥‥‥｡

　　　　　　　　●　　　　｜　　　　㎜㎜え方講習会」は　　！。　　　＿　　　　　｜
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ご指導いただい　　　　　　　　　　　　‘I

た河島ゆりか先生が、ご家庭の事情により継峻するこ

とが難しくなりました。今回より新たに薄弁慶美先生

をお迎えしてのスタートになります。薄井先生は日本

語学校や横浜国大で講師を務める傍ら、日本語能力検

定１級の受験対策本等も執筆されています。

　さて、“日本語母語話者なら誰でも日本語を教える

ことは出来る”と言うのは、確かにその通りかと思い

ます。ＬかＬ、母語話者なるが故に外国の方に質問さ

れ、答えに窮することは良くあります。私はかつて、

モンゴルからの国費留学生にモンゴル語を教えてもら

ったことがあります。彼は私の質問に「うう～ん、そ

れは説明が鐘しいな！」と、たびたび頭を抱えていま

した。

　母語話者はことぱの微妙なニュアンスや違いを無量

識のうちに使い分けています。普段は意識しないで感

覚的に使えるが故に、いざ言葉で説明しようとすると

大変難しく感じるのだと思います。いつも考えること

ですが、私達も外国の人に日本語を飯えようと思った

ら、日本語を外国語として見る視点を養う必要がある

と思います。

　日本語の教え方講習会は、10月９日から11月11日

まで５日間、計10時間の講座ですが、普段なにげな

く使っている日本語を見つめ直す良い機会になると思

います。日本語の奥深さ、面白さを再発見することで

しょう。

　lt is the 22nd lectぽe¨How to teach Japanesel’ this

year. Ms.Yurika Kawashima has been taught 拓rover

20 ycars. Howcvcr， it has bccomc impossiblc for hcr to

continue thislectufe due to thmily reasons. Ms.Hiromi

usui accepted oul proposal for a new lecturer，who wi11

bring a new start fiom this season. She has been a

lecturer at J叩anese Language School and thc

Yokohama National university， and also she wrote

examination guide books for Japanese Language

Proficiency Test Level l grade｡

　lt is thou油t that ”Native Japanese speakers can teach

Japancsejl l ccrtainly think it is truc.But whcn a forc面!cr

asks you about nleaning of a certain Japanese word， you

may feel in some case difficultyin explaining it exactly. I

have leamed Mongolian language fiom a mongolian

student who was very excellent. Sometimes，however，he

was puzzl�at my qucstion and said "Umm。 it's too

dimcult fbr me， l cannot explain it". This experience

rallindsmeofhim,holdinghisheadinhishands｡

　Native Japanese speakers can express their subtle

nuances and differences unconsciously.　lt is thought

that it is very djmcult to explain these matters with

words because we can use Japanese sensuously without

consciousness.l always think that it will be necessary

to have a view point to consider Japanese as a foreign

language｡

　Thetotalamountofthelectufetimeofthiscourseis

10 hours per 5 days 丘om october g to November 11. 1

believe that this lecture wm bring an opportunity to

reconsider Japanese which we use casually. lt will be

my pleasure if you find profundity and interest in

Japanese by taking thislecture coufse.
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開催日:11月23日（末祝日）　　　　　Date: Thul･sday,23「ＪNov.（H�iday）　　　　　　　　　　　M
場所：かながわ県民センター301会議室　Place: Kanagawa Kenmin Center,R301　　　　　.　　　　　呂
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りゆうがくせい　　えん
留学生との縁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こもん　ｰ･･:･≡｡7j･］ll･jlﾊﾟ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＲＫＫ顧問　山田光義

　　私は横浜国立大学経済学部で留学生専門教育教官として勤務し、同大学の留学生

agll l lll9そ4　　　　り●ijl｛嘘い曹いかつLど5たん11センター発足にともない留学生の生活指導担当となり、留学生との縁が始まりました。

RKKが１９９９年に発足すると同時にRKKの顧問となり、それ以来みなさまとともに活動

　　きかいめぐ　　　　　　　ｈ・ｌ・ ｌｌｌｓ　　　　　　　　きき1･　　　幻り゜する機会に恵まれました。RKKのホームページの「RKKのあゆみ」に記載されている創立

以来１８年にも及ぶ間に行われた多彩な活動の記録を見ると、改めて会員各位のご努力

に深い感慨を覚えます。

　外国人留学生たちがはるばる日本にやってくる目的の第一は勿論勉学ですが、留学先の

国を知ることもそれに劣らず大切なことなので、市民との交流も欠かせません。勉学と

市民との交流とは車の両輪のようなものでＬょう。RKKはまさにこの面で貴重な存在になっています。RKKの活動

　　　　　　　　　　.S:£か　ｆａ ｌｌｉｌｓころg紬1名曲iごくごが4L咄ILゃsいこaClalfん1･く　　　　　　　　　　　たなぱたには、日本語支援、文化・ファミリー交流、中国語学習、社会一工場見学、などがあります。私も７月の七夕

祭り、１１月の日本語スピー苧大会、文化襲などにはよく参加させていただいています。とりわけ日本語支援は留

　　　　　　　そくめん　　　　　　　　　　　L●一ぷか　　　　　　ｉｌ ｌ ｌ学生の勉学を側面から大きく支援するという点で意義深いものです。RKK＝ュースのＮ０．６８（２０１７年１号）

には７年もの間RKKの理事長を動められた大田孝生面問が中国人智学生の１ ０ ５ページにも及ぶ博士論文の日本語

　lh・11　　111sijゐLょ弓きいllらこ（　　　　　　　　　　　Ｃゐ　ｌかゐ　こゐ●5りよ弓　　てだすをチェックされた経験を詳細に報告しておられました。このような地味で時間と根気を必要とする手助けによっ

て無事に日本での留学を終えた学生たちが世界の各地で活躍するようになることを考えるとRKKの存在意義の大き

さが再認識されます。

　２００１年横浜国立大学を定年退職した後も、幸いにもRKKのお隨で憧学生との縁は続いています。横浜国立

　　たいLj｛　　　　　たんかんaa●･うこうlよM!いIQ･illal（曽い1･lt･I　LI0､4　　　　　　　　畠一　　匍んulaa
大学退職ののち、私は短i間東京工業大学留学生センターの嘱託となりました。「RKKの歩み」の年表を見

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でん1　　　　　laL　　　●jう1JI（　●きいていますと２ｏｏ２年１月に『東京工業大学「留学生のための日本伝M文化交流会」実施にＲＫＫ協力』と記載

があり、その当時のことを懐かしく思いました。

　独立行政法人日本学生支援機構という組織があります。この中に留学試験課がありますが、これは日本留学を

　志す外国人留学生に対して留学試験を行う部門です。私は２００３年からこの組織に非常勤で勤務しています。

多くの留学生がこの試験に樋IFして、これからもより誓の高い外国人智学生がどんどん日本に来てくれることを

ねが願っています。

　ここで日本の智学生政策をおさらいして見ましょう。よく知られている偕学生政策としては、「智学生１０万人

計画」というのがあります。これは１９８３年に当時の中曽根首相の指示を受けて、２１世紀初頭においてＩＯ

万人の智学生を受け入れるとしたものです。実際に智学生数が１０万人に達したのは２００３年でした。この記念

すべき年の留学生数は109.508人でした。２０１０年７月には統計の取り方に大きな変化がありました。それまで

は大学入学を目指して日本語学校で日本語を学んでいる学生は「就学生」に分類され、留学生とは区別されてい

ました。智学生間遠の統計は毎年５月に日本学生支援機構によってまとめられていますが、２０１０年５月の智学

生数は141.774人で、就学生数は33､266人でした。この翌年の２０１１年５月の統計では留学生数に従来就学生

として分類されていたものが合算されたので、留学生数は一気に増加して163､697人になりました。一番新しい

ずil　　　　　　lfんきい　　　　　　　　　　　　　gんねんひ　　　　　　　　　　　li、か数字は２０１６年５月現在で留学生数239､287人です。これは前年比14.8％、30､908人の増加という結果でした。

　文部科学者は2008年７月に留学生30万人計画を髪定しました。2020年までに30万人の留学生を受け入れよう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cよ1llうながというものです。『日本を世界により開かれた国とし、アジア、世界の間のヒト・モノ・カネ。情報の流れを

拡大する「グローバル戦略」を展開する一環とＬて、2020年を目途に3｛｝万人の智学生受入れを目1すもの』と

規定されています。この計画では智学生受け入れ環境づくりの一つとして、「地域・企業等との交流支援・

i進」が1り込まれていますので、RKKの使命はますます重要性を増すでしょう。私はこれからもRKKのみなさ

まとー緒に活動を綾けて行きたいと翻っていますので、どうかよろしくお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-2－
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　My name is KhawaJa Ah; a PhD

Graduatc School of urban lnnovation at

NationaI Univcrsity. l bclong to Pakistan

student in

Yokohama

NationaI Univcrsity. l bclong to Pakistan and l havc

been living in Japan for last two years， l studied

Mastcr ofEngineering program fiomsa111cuniversity

(10/2015－09/2017)andlreaHy雨oyed my study as

　Japan has always been

in mytrave]wish list.lt is

a country where one can

reany enjoy and fiel the

essence of nature in its

pure form. l am always

interested　in　Japanese

culture.Last year， l had a

chance to go to Haneda

AirDort's 4th noor to see

Edo-themed market

where

SenSeS

l could exci!e my

hy going hack in

:　Edo Period，a“‾‘｀‾゛‾“‾　　　　　　　Japan's Edo Period、 a

perfbrmance involving Japanese instruments like the

shamjsen、weII-known as the instrument played by

geisha.l enjoyed that festival and learnt a lot about

Edo Period and how Japanese people used to live in

past.lt was a memorable and eye-catching festival

indeed｡

　Wearing Yukata is also one of the most exciting

was fun andan unf1)rgettable

relish Japanese culture.

ACHl instruments. lt

experience for me to

　　り･/ン，･/’リよこはまこくりつだいが（だいが（いん　Ｐａｋｌｓｔａｎ
　Ｋ１１ａｗａｊａ Ａｌｉ 横浜国立大学大学院（パキスタン）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l would also

liketorecaUtheswectmemoriesofNcwYear（2016）

cclcbrations.l was invitcd by a Japancsc host family

for a day. l went to O伯na railway station in

Kamakura，with my intemational ftiends， early

morning where the host mmily was waiting formeat

station exit. l was very impressed by their politeness

and supreme etiquettes. Then，we moved towards

their home by walk. Their house was not so big

though but it was newly constructed， incredibly

beautifill and we］l designed. Afier that， there was a

special lunch for New Year celebrations. l tasted

almost all dishes but ozoni JaPanese soup was the

best in taste. At evening time， the host tamily

dropped us at ofuna station fiom where the good day

かぬ　£
through thick and thin. Without her support and

continuous motivation， l could not have been able

leam much and l real】ygot sensation ofco�id

Japanese language in no time. l personally

RXx very helpfijHike second amily in Japan.

哨
・
ｍ
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　　　　　　　　　　　　トピ、々ス

　　　　　横浜市大（YCU）の留学生歓迎会に参加しました
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どの留学生も大変正確な日本語を話すことに、今回はぴっくりしました。また、RKK行事等へ興味を抱いた留学生

が;1･S;3しI･μを哭ilz盲､ﾆUまう盲Iﾆ鎚芯UまUた。

　i輩､篇函儡家島iごi謡･M麺された大きな砕4を誕諮昴1され、

y4S。&4lttlSiっぞ11さり、宵ぴ雀Ｗｓ大い､zあり1.っ･t:、

1霖､ﾆ磁kまａ。（岩瀬記）

　　　　　　　　かいじょうぜんいんかたみずか
　留学生のほか会場全員の方に自ら

　　　　　　　　　　　　ま　す　よる１時間半もあっという間に過ぎ、夜8



　　えどとうきょうはくぶつかん　きゅうやすだていえん　けんがくき
　　江戸東京博物館と旧安田庭園の見学記

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おうしようそうょこはまこくりつだいがくだいがくいん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　王小双横浜国立大学大学院（中国）

　加17年９月19日、RKKさんのおかげで、江戸東京博物館と旧安田庭園を見学することができま

した。午後1時から３時半まで、江戸東京博物館を見学しました。日本に来て3年も経ちました

が、日本の博物館を見学するのは初めてでした。館内に入ったら、江戸東京博物館の広さに驚

　　　　　　ｌｃｔ　　　　　　じうせつてんじしつ　やく　　　ひろきました。ネットによると、館内の娘設展示室は、約9000�の広さもあるそうです。常設展示

室は江戸ゾーンと東京ソーンに分かれています。江戸ソーンでは浮世緩や日本橋、長屋などの

展示物があり、江戸時代の庶民の日常生活などを展示しています。東京ソーンでは、明治維新

ります。ここで江戸東京の文化、日本の暮らしを

体験することができると竃え、胸がわくわくしました。

　限られた時間なので、江戸ソーンを主に見学しました。江戸ソーンの見学で

一番印ｉに残ったのは実物大で復元した日本橋です。晨示室の入口にある

eerl･r　　　　もliい　み　　　L啼ILょ4かりどろ　　　iき　なんかl･いコーナーで、日本橋の模型を見ました。就職活動で日本橋駅まで何回も行き

ましたが、「本当」の日本橋を見るのは初めてでした。ガイドさんの解説を聞

　　　　　¦處Lわた　　　　　　　　　ｔｊ●ｌｓｌｉａきながら橋を渡るとき、まるで江戸時代にタイムスリップしたようでした。

　日本橋以外に、長屋の模型や、食ぺ物の模型などを見て、江戸時代の人々の暮らしを体験できました。食ぺ物の横型

を見ながら｢江戸時代の食べ物の中で、２‘馨誠いのは秘ですか？｣と、ガイドさんに1かれました。おliだと思いまし

　　　曽t･か1･　た歯ご　　　　　　　　　　　　い憧ゆ曹　&aろ　か　　　　　　　U●slひゐ
たが、正解は｢玉子｣だと聞いて、ぴっくりしました。今安くて普通に寅える玉子は、江戸時代の●級品だったそうで

す。

　午後３時半から４時ぐらいまでは、旧安田庭園の見学でした。旧安田庭園に入ると、美しい庭園だと感嘆しました。

実は見学会に参加するまでは、日本の庭園は、兼六園しか知りませんでした。旧安田庭園は兼六園ほどの大きさではあり

ませんが、池には鯉や亀が遊んでいて、心が落ち着く庭園だと思います。庭園で結婚写真を撮っている人もいました。

今年の３月から８月までずっと就職活動をしていて、プレッシャー満４で半年間を過ごしましたが、庭園見学で久しぷ

りにリラックスできました。

　今回の見学に参加して本当によかったと思います。江戸東京博物館と旧安田庭園と両方とも私にとって初めて行っ

たところなので、今までにない新しい体験ができました。それに、同行の先生たち、留学生たちと話し合ったりするこ

とができて、楽しい一日でした。これからも是非SKの見学活動に参加させていただきたいと思います。(原文のまま)

　　第64回　江戸東京博物館・¦日安田庭園・社会見学報告

　台風18号が猛スピードで東北地方へ去った19日は好天に恵まれ、大相撲秋場所が開催されている両国駅前は

匈き1.･¦･1 ･F｣.jλ｡;‘｡･lll1い　　　　　¦ごぎ　　　　　さλ｡‘｡●l'こい　　IZん　　　Jゝ　Xど1･うき1う¦.XくぶJI;lj･λだえた!●lifkil l
力士や相撲見物の綺麗どころなどで賑わっていた。参加予定の22人が20人に減り江戸東京博物館の団体チケット

　で｡･･Lj｣:1･ ､｣1-'｣5･｡｡':'｡11･1･jj。　にんぷん　Ldlllr･¦　｡こjjl.'.i.-･j　　て･｡･.rく;!･1.jjl‘¦:･1
が適用可能な最低限の20人分のチケットを購入すると定刻に入場した。

　SI.｡･ﾄI-｡･j:l.l.'j;:く｡;.Jj.'､･ん　　。を･jd･｡.S･く　　　｡14･j･:　　　･ごj･､L.ll･･･j�I:･　i.いご･　:｡'｡･ll jl｡ご･　1la｣¦JI11･1･¦･ l･ulj1･F.‘.i･
　江戸東京博物館の6Fへ到着すると、予約していた展示説明の英語と日本語のボランティアガイドに迎えられ

見学を開始した。留学生のために英語のガイドを準備していたが留学生は全員が日本語のガイドを選択し、

モンゴルからの参加者とRKKの会員３人が英語のガイドさんから説明を受けるという巷狂わせがあった。それにし

ても留学生の日本語の堪能ぷりを改めて知る思いがした。その後、国技館前をi日安田庭園へ移勤し、静かな

日本庭園内を散策した。定刻の4時30分に両国の駅前で解散したが、駅前の「両国観光案内所｣内にある大相撲の

1‘｡-i.g一:1だい　をIひl.弓　l:ゆ･5さjl6･1゛』･　み　いIただ
実物大の｢土俵｣を自由参加で見て頂いた。(社会一工場見学Ｇ　山口記)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-４-



私の日本語支援

　　　　　　はな　かた　ｒｈＶｔｈｌ　たいかん
　　　　　　話し方とリズムを体感させる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　湘南地区藤井勉

　友人の紹介でＲＫＫの活動に参加させて頂いています。今まで多くの留学生の皆さん

と日本語学習支援を通じて交流を図ることが出来、大変ありがたく思っています。留学生

の皆さんがljめての日本で勉強し、生活する事の苦労は大変なものがあると思います。

　　　Viltill　alsricI　　　　　　　　SL･が4　1Lかん　Lみんかり2･le l l lsr　まいL啼う　今はベトナムとアメリカからの留学生の皆さんと大学の図畜館、市民活動センターで毎週

月曜日に楽し＜学習支援活動を行っています。日本語学習支撞と言っても皆さん勉強したい

　　に一一一一、S｀§もiなり、ど・4ilz輦櫨をするｶヽ、zﾆち６も大変勉強になっています。簒iaはＲＫＫの
心・こlt●ろかL･　　　　4お　ご2も●le僣いごろりか　　　ぷん�ll

llん　ｈｌｈｌｌ　９６畠1値&411
　　　　・j｀蜜　講習会で勉強し、加えて子供が学生の頃使っていた文法の本をバイブルに日々悪戦苦闘して

います。日本で日本語を勉強する場合、必要な説明を苦手な日本語で聞いている訳で、留学生の皆さんは負担を感

じているのでは無いかと思っています。特に文法など論理的な勉強は日本よりむしろ母国語環境の中で学習した

lli　りかい¦ま●
・●ｒｉｔ　　　　わたL

方が理解が早いのではないかと思います。それでは日本で日本語を勉強するメリットは伺か？　私は日本人の

発音を聞き、聞き取り、その話し方、リズムを体で感じて、そしてそれをしみつける事では無いかと思っていま

　　　　　　ls9lan　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みみ自たす。従ってレッスンでは文法だけでなく、なるべく私が読んで、それを皆さんに聞いて頂き、耳を鍛え、そしてそ

のとおり話して頂く事を心掛けています。どれだけお役に立てているのか分かりませんが、これからも皆さんと楽

しく勉強して行きたいと思っています。

●I－
望;

ヴルーフ活動の紹介

　　　　　　　　見応えある絵画展

　９月16日、戸塚区民文化センター「さくらプラザ」ギャラリーにて、戸塚区美術協会

第118回絵画展作品を鑑賞しました。会員が周辺地域の絵画愛好家と共に開催する地域交

流特別絵画展ということでした。水彩、油絵、アクリル、パステルなどで描かれた120点

の作品には抽象画などはほとんどなく、私などの素人にもその良さが分かり、見応えあっ

て心ゆくまで楽しむことが出来ました。文化・ファミリー交流グループ大久保さんのご紹

介によるもので今後とも楽しみにしたいと思います。（杉田記）

　　　　秋の夜長はオペラの名曲鑑賞でした

　　　　　９月のコンサートはオペラの名曲鑑賞でした。オペラと言ってもオペラ劇場ではなく演奏会形式の

　　　　コンサートでしたので神奈川県立音楽堂での鑑賞でした。しかし平日夜のコンサートでしたのでRKK

　　y　からの参加者は比較的に少なく４人でした。でもアマチュアオーケストラの演奏プログラムとしては

&

大変目新しく前半最初から後半最後まで全てが偉大なオベラ作曲家ヴェルディサン＝サーンス

　　｀　　ビゼー・ワーグナーが作曲したオペラの合唱・アリア（独唱者はブロの３人）の名曲コンサートでし

た。演奏プログラムはヴェルディのオペラ「アイーダ」からの凱旋行進曲から始まり、最後はワーグナーの「タン

ホイザー」からの第３幕最後～終幕で、クライマックスの盛り上がりがとても素晴らしいスベクタクルな合唱・ア

リアの演奏でした。

　参考ですが今回鑑賞した横浜交響楽団はアマチュアオーケストラにも拘わらず年間８回ものコンサーﾄが開催され

ています。そして自前の合唱団を持っていることから、プロの独唱者を招いて年間８回の内３回はベートーヴェンの

第九（交響曲第９番「合唱付」）を初め有名なオペラやレクイエム等の大曲が演奏されています。（鈴木次男記）

　　　　　新入正会員のみなさまへ：よろしくお願いします！

鈴木市男（藤沢市）、河合喜代子（戸塚区）、永作重夫（港南区）（敬称略）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　-5-
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.’圖蔓面　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀1

1　◇8/27サポートセンターR71oにて、2o17年産第１回理事会が開かれ、各活動グループ、委員金担当理事

Ｉ　　からの活動報告および本年度の各種施策についての意見交換を実施。9/18サポートセンターR706にて

ｌ　　臨時理事会を開催し、RKK創立20年記念事業の件およぴ個人情報保護およぴ肖像権への対応につき審議。

Ｉ四

l　◇9/23午後、サポートセンターR711にて24人のスタッフの参加のもと、2o17年度第２回スタッフミーティ

Ｉ　　ングが行われ、本年度のスタッフ体制を確認し、活動グループ、地区交流会、委員会からのC&C〔報告・
ｌ　　連絡そして相談〕が実施された。ディｘカッションタイムは「RKKフェスティバル2o17につL､て」をテー７

１　　に、運営方法について意見交換と情報の共有化を図った。

り疆7瓦三７

１　◇日本語支援G:lo/9を開講日として全５回の日本語の教え方講習会を実施中。

Ｉ　◇文化・ファミリー交流G:大岡IRでの囲碁教室、クラシック音楽鑑賞会、美術展の紹介を推進。

ｌ　◇中国語学習Ｇ：９月から11月までの新たなｓ－スがスタート。lo人が受講。

Ｉ　◇社会一工場見学G:9/19江戸東京博物館、旧安田庭園見学に20人が参加。

ｌ岡原哭真面

ｌ　◇東地区＝7/9の地区交流会には14人が参加。次回は11/11を予定。

Ｉ　◇西地区:7/30の交流会には15人が参加。次回は10/29を予定。12月の戸塚お結び広場出展準備。

ｌ　◇南地区:7/23に留学生を招待して地区交流会を実施。lo/9なか区民祭り出展。

！　◇北地区:7/22の交流会には13人が参加。次回は10/28を予定。旭区市民活動センターでの展示準備。

10/29にカナファンで地区交流会を実施予定。

9/2に交流会を実施。9/24ひらつか市民活動センター祭りに出展。

委員会:9/23マッチング検討会を実施。個人情報保護対応調査。

委員会:RKKニュース69号の編集。肖像権への対応調査。RKKニュース送付先の精査。

情報支援委員会:9/28に委員会を開催。就活情報をメール配信。就活サロンの開催。

委員会：夢ファンド、寄附推進。会議室予約システム対応。名簿管理。

；　◇会計委員会：収支決算・講習会受講料の振込管理。
１　◇事務室：定款変更申請・登記変更申請ヽ理事会ヽスタッフミーティング開催準備

よこはまこくりつだい

横浜国立大

トピックス

観月の会(Moon viewing Party)で国際交流
　　験・鬘鯖。おyiを謡しむことはできませんでしたが､i恥｡樋i哭￥髪劉ｋ

霖i政鴇Wi・旨家屋｀を貧iと1.た「観月・会」がlo貿191a｡りべlz大学。「れX､が聊貳回Uにﾖご回示万

筋窪諮採そい:答く.ご
‰訟､恋詣仁言詐言ぴ緬め､大学硝篠箸、

就活情報支援委員会からのお知らせ

　　　　　　　　　　　　　“RKK就活サロン”ってどんなとこ？

　留学生との就活の語り合いに役立づ就活情報支援メールI’の月２回の配信が４月から行われています。肢む時

間に鋳られることなく利用できて便利なうえ、信頼性の高い情報が得られるとの安心感があります。しかし他方で

もっと生の就活情報も知りたいとの声を聞きます

　　「就活サロン」はこのような要望に応えて生まれました。留学生との語り合いの中で就活の話題に自信が持てな

いでいる会員をはじめ、就活留学生のチューターになるかもと考えている会員と、当委員会の委員とが一緒に少人

数でテーブルを囲み、就活に�する話題を中心に自由に話し合う場です。サロンは実際にどのようなところなのか

を過去の話題とキーフレーズによって紹介します

　就職の意味が分かっていない、日本の就活のシステムが分かっていない、大学キャリアセンター、学校推薦、自

己分析、会社四季報、エントリーシートはなぜ日本語、抽象より具体的に、模擬面接、】ｏＴ、ＡＩなどの新聞

単語の理解、RKKの原点・理念などです。費用は無料で毎月開いていますので興味のある方は是非おいで下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　就活情報支援委員会岩瀬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-6-
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一塁ａ霖｀゜

地区からの便り

　地域のフェスタに初参加、RKKならではの企画を

　７月22日、旭区市民活動センター「みなくる」で北地区交流会を行いました。参加人数

は１２人でした。また、地区スタッフ餌取さんが転居のため、竹山さんに交代をお願いし

ました。又短い時間でしたが、会員の方の動向をお聞きしました。最近留学生の要求が多

岐にわたり、また専門的にもなり、困難な事もありますが、自己研鋼に励みながら留学生

と向き合っている会員の姿勢は、この会の先行きを明るくしていると感じました。次回交

流会、10月28日（土）は三ツ境の中華料理店で行います。12月17日（土）には会の活動

を紹介する「みなくる10thフェスタ」に初参加する予定です。会員の方の参加、協力をお

願いします。　　　　　　　　　　北地区スタッフ　羽磯素子、松井直子、竹山満

　　　　　　　　　ひらつか市民活動センターでＲＫＫをアピール

　９月２４日（Eｮ）に、ひらつか市民活動センターで、「ひらつか市民活動センターまつり」が開催され、ＲＫＫも

出展しました。

　市民活動センターに登録された団体は保険･子育て･暮らし･文化・国際協

力等々、様々なボランティア団体の活動を市民に紹介するもので、毎年開催

される楽しい行事であります。会場はＪＡビル２Ｆの広いフロアーで、４９

団体がそれぞれ工夫を凝らした種種的な展示で一般市民の参加も多く、泌＜

のもままならない程の盛況でした。

　ＲＫＫはその紹介パネル、各種活動状況パネルおよびＰＣ利用によるスラ

イドショー等によりその場で活動内容がわかる展示をしました。さらにＲＫ

Ｋホームページ（資料）、ひらつか七夕写真集、日本語講習会パンフ等、Ｒ

ＫＫ全般に勉れる詳細な多数の配布資料を展示しました。従来は平塚在佳の

古潭顧問が小規模の里示をされていましたが、今年は規模を拡大しました。
幸いＲＫＫブースに立ち審ってくれた人も多く、特に熱心に言葉を交わした訪間者は３０人近くにおよぴました。

もちろん、七夕祭り参加の写真集もお見せし、ＲＫＫのよいＰＲの機会になりました。今回は瑚南地区交流会の吉

潭、佐々木、深水、岩瀬、山崎が担当しました。

　なお、ここはＲＫＫ七夕まつりの会場であります。湘南地区交流会では、この市民活動センターまつりに出展して、

　“ＲＫＫ七夕まつり･Iの会場等を確保し、今後共、円滑に継続Ｌて開催するためのアピールにも力を注ぎました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　湘南地区交流会山崎

　　　　　　　　　　　　　　　　なか区民活動センター祭りに参加

　ＲＫＫ南地区は10月８日（日）に横浜市中区のなか区民活動センターで開催さ

れた「なか区民活動センター祭り」に参加しています。中区政90周年開港記念会

館100周年記念の区民祭り「ハローよこはま」と同時開催でした。南地区が会議

などで活動に利用している区民活動センターは横浜公園や日本大通りに隣接して

おり、当日は暑いくらいの秋晴れで大勢の市民で大盛況でした。

　お花見やスピーチ大会などのイベント写真の展示を行い､子ども連れの家族や市

民が興味深く見てくださいました。南地区のメンバー2人と昨年も参加してくれ

た中国の留学生の王晶さんと数日前に日本に来たばかりだという斎（さい）さん

が参加。会場を訪れた子どもたちと中国語で「じやんけんぽん」をして親睦を深

めました。会の活動に興味を持ってくださった市民からの質問にも応えたりして有意義な一日となりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南地区交流会植竹

　　　　　　　よこはま夢ファンドのご案内

　横浜市にはボランティア団体の活動支援を目的としだよこはま夢フ

ァンドIIという制度があることをご存知でしょうか。本ファンドヘの寄

付を通じてＲＫＫの活動を支援して頂けます。ご協力をお願いＬます。



　留学生の皆さんへ/For lnternationaI Students

　　　Let゛s joln one-to-oleJapaleselsnlualeieaehlnlprogra圃hyvolun童eers.

1　日常会話（Daily Convcrsation）

・　ビジネス会話（Business Colversation）

・　卒論、レポートの文書指導（Writing japanese Theses ＆Reporls）

・　新聞／書籍等の読解（Reading Newspaper ＆Rooks）

・　日本語能力試験（Japanese Language Proiciency Test）

・　就職活動〔Job Hunting ・ Entl･y sheels/11!lerviews〕

　　E11joy vjsjtjngplants/laboraiorlesandparticipalinginvanousculturalexcllges.

　　Conlacl･津田ITsuda）c-mail saklraJsudakci＠yhb.ncjp

　　HomePage:httD:后kk､－Jrkl.coocan.i・

　　Scan lhjs code fbr gelling appljcalion 13rm.

　　　　　　　　　　　　Come and Enjoy RKX FESTlyAL 2017

　RKK willhold RKK Festivalon23MNov.(Holiday)at Kanagawa Kenmin Center.

Moming session is 13th Japanese Speech Contest by intemational students.

Aftemoon sessionis Culture Exchange which consistsof

A)Exhibition ofpainting,photo

B)Perfbmance ofJapanese，Chinese traditionalmusic and dance

C)Workshop oftraditionalJapanese culturelikelgo，Shogi,Calligraphy,Tea Ceremony etc

xve welcome your applicationofphoto, painting and home country introductlon｡

　Letlsenjoy Japanese Culture Festivaltogether.Admission is fiee.

　　　　　　　　　　　　RKKフェスティバルに参加しませんか

　芸術の秋を迎えRKKでは恒例のRKKフェスティバルを11月23日に、かながわ県民センターで開催します。留学

生会員、日本人会員との貴重な交流の場でありますので皆様ふるってご参加＜ださい。

午前には第13回スピーチコンテストが行われ各国からの留学生が日本語で発表します。留学生の視点を通して新

しい日本を発見できることでしょう。

　午後には第５回文化祭が開催されます。日本舞踊、琴の演奏、中国二胡、琵琶の演奏、留学生による母国紹介な

どに加え、絵画、写真の展示、囲碁、茶道、書道、伝統遊戯のワークショップなどを予定しています。皆様の作品

出展、各ワークショッブヘの積極的な参加をお願いいたします。留学生をお誘いあわせの上全員参加で楽しいフェ

スティバルにしましょう。参加無料です。

　　　　　　　NPO法人　留学生と語り合う会

連絡先:〒245-0008横浜市泉区弥生台9-1-12-407萩原敦

Ｅメール:rkkl025omce一vahoo.co.ip　Tel＆Fax: 0415-813-8327

ホームページ:http:唐kk.w｡rld.cooca･.ip/

　　Friendship Associaliol fbr lnlemalional Studentssld Japanese M】】ullteers

RKKニュース編集:RKK広報委員会秋号担当　村田威雄　Oct.24.2017

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　無断転載をお断りします
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